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当研究所の母体ずある-'::'i恩賜財団母子愛育会対設立貴

れたのは，昭和 9 年で，今年が丁度印周年にあたt~，o: ま

た，母子愛育会内民設け烏れた，母音愛育会教養相談室

ばJ昭和I鮮から相談業拐を開始_e;'昭総件 7月蒔点
でお:主そ 66， 0∞名にのぼi%童ど，五の殺を'対象ft~ 相
談を続けて来ている。そこで，母子提育会設立ω肩年と

い?乙の期\~1::~過去4徽やζわたポ蹄畏れて来宰相
談票を分析し，知能発達を中心IC，経年的変化をみよる

としたものである。ただ，昭和10年代は相談数が少なく

比較分析するには，不適当と恩われた白で，相談数ゐ多

くな?た昭和28年から分析をはじめ，大体10年間爾め4

期ICわザて， 30年間自齢的変化弘元自であ右。主た，

対象年齢'も相談数の多い幼児期に限手:て行った。なお，

今報告は，乙の分析結果由一部で， 1. Q の経年的変化

ゃ， I.Q.IC関隠する要因などを中心に分析したもので

ある。その他の分析結果は，次回に報告する事とする。

:，'~ ぞづ

E 方 法

1.対象

昭和28年，昭和38年，昭和47，48年，昭和57，58年，

IC当相談室IC来所したものの内，精神発達に問題を有す

ノ

る者，情緒面に問題を有する者，など，明らかに児自体C，2 

K問題があるものを除き，ただ現在由発速の程度を知り k

、i¥ '.~、 1 ，、~:~， ; 

児の争*対象

白7t7t名;1k
fある。

句中警与~ ~表
五tJ項目だ砂1

た。ー
ハト r....~. -，乙 六:r、，で t々 !L丸、 ザ叫，;ふ ~ tl 

v表 t¥l::tに忘.[..""ll. 

項、 i 目1': --tぃ、円己カハ ':i.テ巳三'ldりメー

実と施年 、(1)28隼 (2同8年も(3147;も48年位157，58年
性、ぺ、別 (11男 <:(21:女日丈島 {eit ¥ ¥'、一

年じ 't-齢 (1) 1才(212-'才;(3問、才(414'才(515才(616才

:! 、"‘ノ:、・、「へ 、(117'才i:l. ¥ . ~ : ~ -~トトヘ

保守 F 、育 '(J)幼稚園(21保育園131号6他申場(41無し

親ド 11I両親有、り(21母6み(31父6み(41無し

母の就労 (11フルタイム(21パートタイムor内戦(31自

営業と芳の}手伝い{引無し..，ゐ'、ふ 円 I

父の教育 (11大学関21大学j3)短大(41専門学校(51高校
， 

(61中学

母えの書県育 (11大学院:(2)大学(31短大(41専門学校(51高校
，、J、

(61中学

同胞数 (11'1 人，(2)2 人(3)3 人1414 大(日 5~人1616"人

(717人(818人(919凡、l 日S，21 

兄 弟順 (111位(212位(313位:(414位(515位1616位
:乙内3じι&白 ; (717位(818位(919位

祖父母同居 (11有り(21無し
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他由同居

住居環境

近隣白友

出産予定日

手術分娩

仮 死

新生児異常

保育器白使耳

栄 養

一人歩き

話し始め

出生時体重

父白年齢

母の年齢

月年齢
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11耳寄り121無し

{合11住住宅宅1地6)1社21商宅業地侶)工業地141農業地151集
(7)その他

111有り121:無し

111 1カ月以上早い1212週間から 1カ月早

い131予定日前後2週間1412週間以上遅い

111帝王切開(2)紺子分娩131吸引分娩141骨盤

位151その他(人工陣痛など)161正常

111有り121無し

111チアノーゼ121黄痘131隣帯巻絡ωそ白他

151正常

(日有り121無し

{(21)) 母乳 (4-5カ月離乳開始時まて継続

混合乳31人工乳

11110カ月まで12111カ月から15カ月まで

13116カ月以上

11110カ月まで12111カ月から15カ月まで

13116カ月以上

11124鈎 fまで12125009から 39999まで

13140009以上

111-19才12120-24才13125~29才14130-34

才師同5-39才16140-44才17145才~

{才11~(邸195才4(29)2才0{~6M24恥才13125-29才14130-34

111-6カ月1217-11カ月1311才-1才6

力局1411才7カ月-1才11カ月1512才~

2才6カ月1612オ7カ月-2才11カ月

1713才-3才6カ月田13才7カ月-3才

11カ月1914才-4才6カ月側4才7カ月

-4才11カ月ω5才-5才6カ月間5才

7カ月-5才11カ月ω6才-6才6カ月

U~6 才 7 カ月-6 才11カ月間 7才-7 才7

6カ月側7才7カ月-.7才11カ月

121 鈴木ピネー式知能検査:当相談室では，相談業務

開始以来，幼児期以後特に問題を呈していない者の発速

をみる場合には，一貫ーして鈴木ピネー式知能検査を施行

して来た。この望日能検査は一部に古典的だという批判は

あるが，鈴木治太郎が一生をがけて，他IC類をみない程

多数の被験者を使ヵて問題の標準化にあたった検査であ

り，そ白信頼性たるや，他白検査の及ぷと乙ろではない。

ζの事は，現在の相談話動にも反映されており，松原達

哉「相談活動と心理テストの利用の実態J1984年の報告

によれば，表2白ように全国児童相談所で実施している

心理テストの中で，この鈴木ピネー式知能検査が，一番

回数が多いのである。

3. 分析方法

相談票は:hテゴライズしたもので，また知能発達は，

1. Q で算出されたものを資料として，コンピュータ一

分析を行った。

E 結果

1 対象者の全体像

111 実施年:表3のように57，58年度を除き，他由年

度は， 150日名以上の幼児を対象にしている。

表3

包)性別:表4のようIC，男児が4.6%女児より上ま

わっている

Na， ANS 

3 

0.1 

褒2 各心理テスト由実施回数の割合

w P 津 c s 
護主

裏
ノ、ご 措 Y 

I . . 
s c F 守 T ウ C 

テ

鈴木ピネ? 逮城寺式問 田中ピネー|
式 ス ム 酪

ト その他

15.2% 14.7% 11. 49民 テ 20.2% 
ス
ト

696 1 5F6 3 5F6 3 45.唇1 3% 8 355 7 25百7 25百6 25g 5 29E 4 
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表 5 0: >.: 

(3) 年齢:表5白ように，大多数が 3才から 6才の幼 侶)母の教育:表10のように，短大以上の高学歴巷持

児で. 5才児が一番多い。 った母親が.40%以よおり.'C，れも父親と同じような高

ぽ保育経験の湯:射のように比の年時加味 ?学歴ゐ母親封切鬼と比特徴初山ι:
す6と，保育経験をしている幼児が多いのは当、然であるJト ωt同胞数:新iのようlとと 2人が三番多くご次に1

がパその中にあって，幼稚園児がほとゐどであるとわう;'-n人3番百が3人で.¥~4 人以上，<::なるとェ非常に少ない，
とζろに特徴がある。 己れは全国の傾向と一致しているが. 1人の子の占める

表6 割合が全国とくらべると非常に高いのが特徴であ高。広

JO) ，;早弟服:素12<(lょう ~.r;-.長子対ナ番多くu三番目

立地支次子l::.t.よっていあと必結界芦，前φ!司悶数ち1断然
一番多~，'のが 2人とドう事と関連させてみると，長子に

1 対する掛関心慌の嵩さやJ長子に対す均児土ね安

などが，この結果から推測される白である。 己i主

ω 祖父母同居の有無J表13のように，約3割の幼I!A.
が祖父母と同居 Û~~.\ ;Q_(). ~~ '~''- ;-，'υ!?父山

ω他のパの同居の有無白髪14φように，Z祖炎母以外

由同居者自いる幼児がb約Z割れる。: 心

間住居環境:表15のように，集合住宅，社宅などを

含め，いわゆる住宅地が多く，農業，工業は非常Itjsiな
乱。 1"，，0，4 ，rlγ い。 山口 i ふょJi-J山口 2くよ弘治

(6) ;母の就労由有無:表8の孟うに，ほ占¥;もど白母親は ω 近勝目友の有無~!表16のよ久I~，~乙の事戸だグば
が主婦専業自母親であるのが.c特徴といえ号。1ζれは.無回答が争まりにも多ホダす~:' t.才色で!立何ともいえな九

上述白保育の場で，幼稚園児が多かったのと，関連して 日日出産予定日:表17<6ように，予定日近くで出産し

いる。 バ手 ている幼児が多い。 が民

1o I J，2 I 2，2 I 93，6 

'. (7)'えあ教育i褒υ自白羽ど，大学以上の学歴を恥

立父親が全体の 4分自旦以:上をしめていて，古学歴の父

親をもう幼児であるという事が，特徴としてあげられる。

表 9

。札烹繍浄続:表18のきうに証対象児が正常思表どう

事からy 正常出産が華"'0'--

側、仮死の有無:表19のようにご仮死だった効児I丸
非常tが泣い。 ワο j 

自由新生児異常:表20のように，正常だった幼児が非

常に多い。."' 

， U9f'保育語の使用の有録，J表21のように，保育器を使

用した幼鬼は非常に少なhkhr子 二二一一J

側栄養:表22<7.>ように，大体3種白栄養法由比率は

!i:高:

N.A.NS 

107.， -1;9' 
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表 10

N.AN S 

52 

0.9 

表 11

軍
区
表 12

表 13 表 14

祖父母同居

実数

労

他同居

実数

% 

無し

4041 

70.9 

表 15

表 16 表 19

表 17

1カ月以上早い 2週間-1週間早い 予定日前後2週間 2週間以上遅い N.ANS 

164 274 3647 207 1407 

.2，.9 4.8 64.0 3.6 24. 7 

表 18

骨盤位 〈人そ工陣の痛な他ど〉 正 常

15 160 5074 

0.3 2.8 89.0 
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の、他ト

8 

0.1 、

黄、痘¥

36¥，，: 

Oり，6~人

高橋他:知能発途の，

b 予チアノー、ゼ心〆J..

14 

表 20

新生児異常

実数

% V 
0.2 

必ずJq訟iR雄司瓦二|王手豆半、'1ザぷ421JMぶ1
1807 '.， Iパ 151C>I .，V?月，63".， r:.. 312ιJ 

31. 7 令 |ι 26.6" I 36.2 ドー 5.5

Sg主主表 23表 21

栄

数

M
舟

曹
干
(
-

E内ごた
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表 27

母年齢

実数

労

表 28

日本総合愛育研究所紀要 第20集

表 29

知能指数(t'Q.)I.... 

実数
ーナーーーーーーー
% 

ノ

.WA今回の結果

医週献の結果、

4
 

}

，

ι与

d

、

ド
よ

ヘ

i叫》

図1 標準化されたものとの比較

わかる事は，今回対象の幼児のI.Qが，標準よりおよ

そ2段階(1. Qではおよそ2ω 高く，分布が右によっ

ているという事である。

2 経年的変化

30年聞の変化をみる為，上述のように4期にわけ，比

較してみた。検定にあたってはx'検定を用いており，

下段の*は 5%を.* **は1%の有意差を，また無印は

有意義なしを，それぞれ示している。

(1) 性別:表30のように， 38年まで男児の相談が多か

ったのが， 47年以後になると，逆It女児の相談が多くな

っている。その差は 1%有意である。 ζれは， ζ白47年

表 30

話器31 男 女 N. ANS 

28年 999 (55.7) 792(44.2) 1 ( 0.1) 

38年 995 (53.0) 882(47.0) 。(0.0) 

47， 48年 737 (48.6) 778 (51:4) 。(0.0) 

57， 58年 248(48.3) 265 (51.7) 。(0.0) 

N. ANS 2 (100) 2(100.0) ホ..
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表 31

~実¥施、年、年¥齢 I 1 才 2 才 3 才 4 才 1 く5 才 6 才¥寸、7 才い 町NuANS 
、

28年 。(0.0) lHO;6l 1切 (8.4)268{15.0) 619 (34. 5) 736 (41、1) 2 (0.1) 6 (0. 3) 

[ 38年ノ 2(0.1) 14(0.7) 373 (19. 9) 442 (23.5) 、730(38.9) 315 (16.8) 》、白(0.0) 1 (Q.1) 

前|一OO((0O 0〕
24(1.6) 547(36.'1) 266(17.6) 485 (32.0) 193 (12，7，点 ，:0(0.0) 、Q.<O，.O)

47，45ぽ8年F 
57， 。) 。(0.0) 13由(25.9)104(20:3) 、191(37.2) 85 (16.; 6) で0(0.0) ;0(0.0) 

N..ANS 。(0.0) 。(0;0) 。(0.0) 1 (50.0) ) 1(50.0) o (0)の(，0(0.0) 。(0り0)

..ホ
表 32

二主主- 保育
実施年--......::ょ
一一ー←一一一一一

お年

38年

47; 48年

57; 58年

N. ANS 

幼稚園 保育園

15 (0.8) ーハ
32 (1.7) 

46 (3.0) 

14 (2.7) 

o (0.0) 

その他の場

前計π-
J己記」ヰ

54 (10.古〉

O(伍0)

三A ー
ドー

ス.'V，'.

…一一山一一一…

無、>~し

亙互主三1
482 (25.7) 

547 (36..1) 
←ーーー.:--;'.
75 (14;6) 

1 (50.0) 

*** 
表 33

~実~施~年、---、親、 両親あり 母由み 父 のみ 無し 恥 ANS
J記冬

28年 1746 (97.4) 30 (.J:n ，6(0.'3) 1 ノ'0(0.0:).;; 10 ;Xo;o.)'市

38年 1853 ( 98. 7)1 18，(1.;0) 3(0.2)υ S )l:止;(0.0) 3 (0:2') 

47， 48年 μ96 (98:'7うJ 、 ミ.16、(1.:0: 。(0，0:) ノJ 、、心0:.(O. 0)' ， . 3 (0，'2) 

、57，58年 497 (96舟占 川 lH.2dol 1{0，2:) くえ じ.:，0、(0.0) 4 (0;..8).: I 
N. ANS ょ1(50.0.): : [P 0((.0.0.) 。;ι0，.;β〉 ，に0.;(0.0).' 1 (50;00);" 

頃から女児11:対して，幼稚困，小学校の時点から私立の

一貫教育に入れようとする傾向が強まって来た事を示す

れ 心 ン現上，"/_

は，徐々に増加しており，特に57，58年度は10%11:も遣

している事は注目に値する。また保育経験自ない幼児1ま
もののようである。 対象に3才児が多くなり47，..48年まで増加したが， Eィ，

(2)，年齢J衰31のみう時， 28年は6才児の相談が一番ノ 58年は滋少している。 s 、 J ヘ~

多かったのが， 38年以後は， 1年早まって， 5才児がー/ 、昨) 親の有無:表33のJ;うに，.5%Qゴ有意差は出でい

番多くな!って.t>，まれ才児jとあってもJお年，--47，ゐ:泊三，母ゐl品百幼)居かわ打ぽだり;57，回年に増加じ

年と相談が地加じていて，相談年齢11:l'必の有意差がみ ている短度でご'伯弘正d顕遣な差はみられな九、

られる。 ζれは;'3才.''5オがそれぞれ就園，就学の受(I;)，母の就労tf)有無/袋3，1ゐムぅt三:年代11:.ょうでち

験期11:あたっており，.38年頃から，幼児の教育熱が盛ん がつτおり 1.9耳目有意ぎかj警官れる寸ヲルタイ込は弱年

になっ了て来た事をう称がわJせ号ρ 、 J 、 から増加ι ， 57.'.'58年まで大体同ι割合である~J.一方
(3) 保育経験の場:表'32(1)ょう 11:，年代によってかな

り巽っていて1%の有意差がみられる.幼稚園児は対象

11: 3才児が多くなったためか47，48年まで減少したが，

57， 58年にはまたもとの値11:回復している。保育園児は，

わずかながらも増加傾向にある。また幼児教室や幼児を

ートタイムや自営業は47，48年以後増加しており.己の

結果47，48年以後，就労していない母親の割合が.809百

台に落ちζんでいる。

(6) 父の教育:衰弱のように，明らかに年代を追うど

とに，高学歴化四傾向がみられ， 1 %水準の有意差があ

対象としたサークルなど，そ由他白場11:通っている幼児 る。

_ 30宇一
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表 34

議p旦空き 7Jレタイム パートタイム or内職 自営業とその手伝い 無 し

28年 32(1.8) 4<0.2) 5(0.3) 1751 (97.7) 

38年 59 (3.1) 13 (0.7) 18 ( 1. 0 ) 1787 (95.2) 

47， 48年 64(4.2) 33(2.2) 83 (5.5) 1335 (38.1) 

57， 58年 17(3:3) 17(3.3) 22(4.3) 457 (89.1) 

NuANS 。(0.0) 。(0:0) 。(0.0) 2(100.0) 

••• 
表 35

正実二施こ年ぢ、E下薮、育』 大学院 大 学 短 大 専門学校 高 校 中 学 Nu ANS 

28年 6 (0.3) 1263 (70. 5) 8(0.4) 65(3.6) 276 (15.4) 126(7.0) 48 (2.7) 

38年 22(1.2) 1435 (76. 5) 10(0.5) 44<2.3) 282 (15.0) 62(3.3) 22 (1.2) 

47， 48年 47 (3. 1) 1140 (75. 2) 5 (0.3) 24(1.6) 221 (14.6) 55(3.6) 23 (1.5) 

57， 58年 27(5.3) 417(81. 3) 1 (0.2) 8 (1. 6) 39 (7.6) 8(1.6) 13 (2.5) 

Nu ANS 。(0.0) 1 (50.0) 0(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 0(0.0) 1(50.0) 

* *.*' 

表 36

ネポ竺 大学院 大 学 短 大 専門学校 高 校 中 学 Nu ANS 

28年 1 (0.1) 390 (21. 8) 97 (5.4) 116(6.5) 1097 (61. 2) 、60(3.3) 31 (1.7) 

38年 6 (0.3) 480 (25.6) 199 (10.6) 81( 4.3) 1064 (56. 7) 35(1.9) 12 (0.6) 

47， 48年 9(0.6) 490 (32.3) 260 (17.2) 33 (2.2) 660 (43.6) 57(3.8) 6 (0.4) 

57， 58年 5(1.0) 262 (51.1) 129 (25.1) 16(3.1) 94(18.3) 5 (1. 0) 2 (0.4) 

Nu ANS 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 1 (50.0) 。(0.0) 1(50.0) 

••• 
表 37

実----.施、年、¥同¥胞¥数、 1 人 2 人 3 人 4 人 5 人 6 人 7 人 8 人 9 人 NuANS 

28年 3日2(16.9) 897 (50.1) 430 (24. 0) 96 (5. 4) 38 (2. 1) 11 (0.6) 4 (0.2) 1 (0.1) 1 (0.1) 12 (0.7). 

38年 481(25.6) 1123 (59.8) 237 (12. 6) 26 (1. 4) 4 (0. 2) 2 (0.1) 。(0.0)。(0.0)。(0.0) 4 (0.2) 

47， 48年 338( 22. 3) 873 (57.6) 275 (18. 2) 28(1.8) 1 (0.1) 。(0.0)。(0.0)。(0.0)日(0.0)。(0.0)

57， 58年 125( 24.4) 303 (59.1) 77 (15. 0) 5 (1. 0) 3 (0. 6) 。(0.0)。(0.0)。(0.0)。(0.0)。(0.0)

NU ANS 。(0，0)じ1(50.0) 。(0.0)。(0.0)。(0.0)。(0.0)。(0.0)。(0.0)。(0.0) 1(50.0) 
*ホ*
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表 38
~r，. ミ7

/ 

、訴、、訟と口昌ご順 1 位v 内、 2、位 3ゐ 位 4 位 5 位、6 位 1 位 8 位 9位 UNS

、28'年 1011 (必 4)タ{幻 5)的(lO.Q)邸 (3.J)l30(L7) 的品0.5)11 (0.1)1 2(0))1 0 (0，0)糸川.1)

、38隼
( ム 1248(6ι6ι5)1502 (2IL7)11015 ((;.6)、14 (0.7)1 2 (り)、2，f9.1)10 (0.0)1 ，9、(9，0)10 (0.0>1.3 (92) 

47， 48年 933 (61.6) 4吋 45(29.4) 125 (8.3)1 8 (0.5) 1 (0，1) 。(0.0)0(0.0) 。(9:0)。(0.0)3 (0.2) 

57':鴻 年 329 (54.1) I41 (27.5) 拓、(6.S);6 (1.2)1 1 (0)) 。(0.0)。(0.0) 。<0.0)。(0.の1 (0.2) 

No. ANS 。(50:0) 。(0.0) 。(0.0司o(O.Q):。φ0)。(0.0)。(0.0) 。(0.0)。(0.0) 1(50.0) 

表 39 表 40 事 *司与P己主

¥実¥施i年祖;父-母同居 著f り
、ばし、 戸実作施叫にギー他下同「九居 べ 百4p- qυ ! 戸血商 点ル込、古山

28年 i 642I31.43 1230 (6K6) v.υ28年、、 v812 (45・'3)'1 ' 980 (54.、7) 

ワ38年 666(302) 1311'"(6世話〉 l'、 38年しく 575.(30，"6):' 1302 (69.4) 

47，初年 413(27.3) n02 (72τ) '4、7-.，'48、年り 【， 215(i4正jん '1306 (85:8) 

57.. 58年 145 (28: 3) 36S'"(7l.7) ち7 洋l 日， .58 564IoV〉〆 45τ189: i) 
、'No.'ANS 。(0.0) 2 (100. 0) Nu ANS o ¥(Jo."h;)' :-df160め

表 41 $ 、ベさー
也由..
..司民主 【

、~\' .'->C-

，，: 

おき空空き 住宅地 弘商業地 主主轟地 農業地 集合住宅 ι社宅 その他 f 胤五N負!、， 

， "28年 t，~'， '11371(16.5) 254 (14. 2) 19 <'1:..1) 9 (0.5) 23 '( [3う ì~2;( 2. 3 51 。IO'(O.国) 6ijO ，3.6) 
( ':38年日吉 429(宮2.9)山74(3.9) IHO.9) 6(0.3) 72 "(3:8) ':ii ，( 1. 7)、ふi4ぐ0.7) 12S4Bi65.7) 

47， 48年 541 (55.55 泊3(7.5) i2O'< 1て3) 7 (0.5) 204((I3.i;う :'52f( 3.4) ， '30、ど2.0) 盆い8 (1凶6:ι4心〉

57， 58年 幻7(54.0;!も2(10.1) ι司、(0.'8) 。(0.0) 140 <27:3ぅ'25(4.9)' el0'( 1.9) '5， '(1'.0) 

|恥 ANS ， 01 (O.O)' 、o<0.0) 0(0.'0) 。(0.0) 。('eO'O) λ0(0.0) り 0'(0.0) t 〆2uoci.0)

一(7) 母の教育:表36のように， ζれも父の教育と同じ 7

ように明らかに年代を追うEと'je.高学歴化の傾向が!

みられ，:，，1%水準の有意差がある。

(8) 同砲数~'.t表37のよ引C，-\手続とお年以後とは 1%
有意畑訴えがみられ，併以後は同胞数が号み以上

とい/うのは，ほとんどみられなくなっていで，大多数の

家族が1入か:i.A.である。特に l人っ子は， 38年がピー

クで;''47: 48年は少し減少じえが，また57，弱年同誌増

加している。

(9)兄弟sJIf::表380孟ラ-，<::.同胞数与同じ傾向を示¥._，

28年1:038年以後には 1%有意の差がみられ， 47， 48年に

一時減少o走長子が，また57;58年では僧如、し:をいる;

自由祖父母同居の有無、:表39、のように，少し核家族化

の傾向が強官つだはいるが，有意差が出るほとhでは1ない。

ωぬのλの同居の有無制限ょう-，，::.:.靴を追う

ごとに;他の尽居有りはグ少なく、なっており，，'，F%水噂

由有意差がみられる。，

場唱出場 に

ω 住居環境;表仰の亭うに38年は恥Al'IS:>l，!多く1

あまり会芳たはなら伝いがJ年代を追うにづ札益逗地

が少な究返りモ集合C孝信や迫害が多くなっそ晶、空..1%
の有意差がみられる。(ど り)己

U払近隣の友の有無.，表42，由ように，全体的I~Nü AN

Sが多予件較出来なh 八~. "、 、C'

表42、、
C(~ .o!.J 、

過駅き 有 り 無 し Nu A}~S:' 

28年 2プt j01601Q1 1 (0:1) .1791 (，99.，~) 

38年一r、，，361，}1，9.2) 一0(0;0) 1与1尽(80;8)

47， 48年 ~034 (!i8. 3) 。(0.0) 4~1.'(3 1. 7) 

57， 58年 ~~~q，q7:0) 1 (0.2) 117 ¥22:8>1 

NQ“ANSh 二、、:、qもc、¥0.0) 。(0;0) 2 <190(0) 

凶出産そt~甲も表43のように恥 AN，:S曲芸号い38年;
を除くと， 28年と比べて， 47， 48年以後は，予定百三どちー
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表 43

議ぷ空 1カ月以上早い 2週間-1カ月早い 予定目前後2週間 2週間以上遅い Nn ANS 

28年 56(3.1) 53(3.0) 1639 (91. 5) 17(0.9) 27 ( 1. 5) 

38年 61(3.2) 67< 3.6) 466(24.8) 39 (2.1) 1244 (66.3) 

47， 48年 30(2.0) 103(6.8) 1135 (74. 9) 122(8.1) 125 (8.3) 

57， 58年 17(3.3) 51 (9.9) 407(79.3) 29(5.7) 9 (1. 8) 

恥 ANS 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 2(100.0) 
.. . 

表 44

詰求全空 帝王切開 銘子分娩 吸引分娩 骨盤位 その他(人工陣痛など〉 正 常

28年 5 (0.3) 37(2.1) 。(0.0) 。(0.0) 46(2.6) 1704 (95.1) 

38年 70 (3.7) 93(5.0) 2 (0.1) 3(0.2) 75(4.0) 1634 (87.1) 

47， 48年 93(6.1) 54<3.6) 29(1.9) 。(0.0) 35(2.3) 1304 (86.1) 

57， 58年 40 (7.8) 8(1.6) 19 (3. 7) 12(2.3) 4 (0.8) 430 (83.8) 

Nn.ANS 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) I 0(0.0) 0(0.0) 2 (100.0) 

**判断
表 45 表 47

み必至|有 り 無 L ぷ害警?有 り 無 し

28lF， 1 (0.1) 1791 (99.9) 28年 3 (0.2) 1789 <'99..8) 

38年 79(4.2) 1798 (95.8) 38年 50(2.7) 1827 (97.3) 

47， 48年 86(5.7) 1429 (94.3) 47， 4日8年 5沼(3.5) 1462 (96.5) 

57.， 58年 16(3.1) 497 (96.9) 57， 58年 31 (6.0) 482' (94. 0) 

Nn ANS 。(0.0) 2(100;0) |恥 ANS 。(0.0) 2 (100. 0) 

表 46

下実』施¥年;新~生=児~異」常 チアノーゼ 黄 痘 腰帯巻絡 そ白他 正 詰e

28年 。(0.0) 0(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 1792 (1ω.0) 

38年 3(0.2) 3(0.2) 8(0.4) 4(0.2) 1859 (鈎 0)

47， 48年 7(0.5) 〆18(1. 2) 2(0.1) 。(0.0) l必8(98.2) 

57，鴎年 4(0.8) 15 (2.9) 7(1.4) 4(0.8) 483 (94.2) 

l Na ANS 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 2(100.0) 

表 48 *** 

議~竺 母離乳閣乳始時(4ま~で継5カ続月) 混合乳 人工乳 Nn A N S 

28年 972(54.2) 491(27.4) 293(16.4) 36 (2.0) 

38年 474(25.3) 490 (26.1) 837 (44. 6) 76 (4.0) 

47， 48年 218 (14.4) 282 (18.6) 829(54.7) 186 (12.3) 

57， 58年 143 (27.9) 254(49.5) 104(20.3) 12 (2.3) 

Nn ANS 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 2(100.0) 

-310-



高橋他:知能発達の，乙こ30年聞にわたる経年的変化に関する研究

'2週間以止早f，Jまたは遅正主主まねた幼児白割合が多、〈 有意砦が出る程ではない寸心 、品川一

な-:?Xいで.双方Kは1'%のの有意差が認め忘れ:るい迄 む自由栄養.;，;表.48の'J:.iうI.C，年伐に差がありィ :1、第の，有

れは医療面の変化や，計薗出産などが関与しているもの 意差が認めら~れるる母乳は28年から減少じはじめ47;"迅8

と恩われるよ 【 ~':一一 〆，);:i;.J 日:、久 i 日 年は最低だtったが.:-57-.~ '58年(CきCC~、少ι回l1.l!l/:Cc来て

自国手術分娩 t 表44の法王 IC~-'，- 年を追うr己'とに手術を i~Yるぷ戸方ん工乳ば，乙れ右は金受逆:e~L47S48年まで

行なわない正常出産は減少1，.1とおり;"<1'，%の有意差が認 増加1.-;'57;' 58年は減少4して、い品。 Eむら悼聞の混合乳

められS。特(C帝王切開さ，吸引分娩の増加が目立つ。 は，母乳と47，48年まで同む傾向も示 1.:;減少、bた地均

〕 ω 仮死の有無~:(表45のように，有意差が出る程由、 57';158年になる之以人工乳m広範な使用主干母乳の帯認

差はなかった。 識という 2つの要素が，相重なった為か，混合乳烹秀育

間新生児異常:表46のように.年を追うごとに，正 された幼児の割合が一番多くなってきた。るい

常吉見過古れた新生児が減少じγどのカテコてリマの新生.....(;:_..側 A入歩き':'農相のよろ応.23年'e， 38年以後主で

児異常田割合も増加傾向にあり， J%水準有意段差カ溜〈ぺはJお年以考少方ヂ3摂t一人歩き出来元幼児が多く.

めくらねJEれは分娩時の医学的認置方法、ゐ変itと包対 決方IESL1必の有意掛ま認められる。亡の差は，:28年

応す~もめで法制削どf同じにほ孝弘扮ぶ。士勺ツ)ι一
ωJ保育器ゐ使用の有無 t 裳4仰7ゐよう仇'íピピ己i、年吾)迫阜当yどI:..~い:)円t じてい毛もd司6まと恩われふ1 (C日 i代t川:凶川う汀

f 

とに，少己保育器使用有りの幼児が地加傾向附まあるが，、やJω 、話L始め:'表50(1)止玉'_C'，li年代を追うii:つれそ，
表'4'9T .~ ('} .(:， "" り川、，九川、 ('1 .~;) i. む、山 づliAん:

~一人歩き
実施年------

七 1':'~，.if:' _ニ
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、表 '51'
j
 

j
 ，、 ~，"，:'叱" ， 

~実~施~年J温-生t時-体一二重 :-. ¥' ........2499ヲ u ，. 2500-丹古g、9gえ} ，，--rれl 川rT¥L840009~、"I .胤i':ANS"-'{.:ト
1‘ 、 ν、， " '.‘ .. 、司目見 /可ー ，. 、，、t >-'.、 ι

いじ 23年， 1.5，4，C8;6) .、 F 1518〈J3451JuU九九 20(1.1) 、1月Q<5のおi

.U; 38年 刊 l ヘ V6(6.2) :.) 1549 (;82.，5) ';' ，: )η(;59 ，.(，.3，占1 う ;f.~ (" )5.:司<8.~;) ，むよ λ

1h 48年，、 ，7J~4]) " . '‘ 1361 (38，s) ， (与、 1♂ S41，(;2，:7 >祇;0 ー、 ，A~ q.?) ，;'i' 
.) ...5Tr，邸年;jJJ 、33(6，4): G 473.(9.2，:2 ) : : .' 4.CO;.8)ρ? !日)日13W.6丸Ið~

。.l1?-，AN弓 。(0，0) (().J ，50，~O). (0.( O，(UeO) ， ')口 1(50.0卦ぬ

火，宅、与 ••• 
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少しずつ，話し始め由時期が早くなってきており， 1 % 

水準の有意差が認められる。己れは，親側の子どもへの

関心の高さや働きかけの増加，またテレビなどの聴覚刺

激の地加などが，その背景になっていると考えられる。

%有意む差がみられ， 28年は年長の父親が多く， .38年以

後の父親は若い， ζれは前述の同胞数と関連するものと

恩われる。

凶母の年齢・表53のように， 28年の母親が40才以上

白人が多いのは同胞数が関連するものと思われるが，一

方35-39才の高年齢のところをみると，年代を追って増

加 Lており， 25-29才の低年齢のととろでは，年代を追

って減少Lていて， 1 %の有意差が認められている。 ζ

倒出生時体重:長引のように，.38年， 47，48年1"4000 

F以上の幼児が多く， H百有意の差を示Lている。 2499

F以下由幼児は，あまり変化はない。

ω 父の年齢:疲52のように， 28年と38年以後では 1

表 52

お許更 - 19才 20-24才 25-29才 30-34才

， 28年、 1 (0.1) 。(0.0) 38(2.1) 424 (23. 7) 

38年 。(0.0) 。(0.0) 38(2.0) 566 (30.2) 

47， 48年 。(0.0) 1(.0. !} s8 (4.5) 447<29.5) 

57， 58年 。(0，0) 。(0‘0) 15(2.9) 169 (32.9) 

Nu ANS 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 1(50.0) 

表 53

35-39才 40...，44才

722 (40.3) 354 (19.8) 

837< 44.6) 295 (15.7) 

620 (40.9) 253 (16. 7) 

210 (40.9) 74 (14. 4) 

。(0.0) 。(0.0)

議まき - 19才 20-24才 25-29才 30-34才 35-39才

45才 ~

209 (11. 7) 

124 (6.6) 

107 (7.1) 

35 (6.8) 

。(0.0)

40才~

28年 。(0.0) 26(1.5) 551 (30.7) 785 (43.8) 錦町16.1) 119(6.6) 

38年 。(0.0) 10(0.5) 433 (23.1) 1007 (53.6) 36009.2) 61 (3.2) 

47， 48年 。(0.0) 4(0.3) 353(23.3) 710 (46. 9) 337(22.2) 110 (7. 3) 

57， 58年 。(0.0) 2 (0.4) 66(12.9) 289(56.3) 124(24.2) 31(6.0) 

NU ANS 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 1(50.0) 。(0.0) 。(0.0)
表 54

お使き -6カ月 7-11カ月 11才才~6カ月 11才才171カカ丹九月~ 22才才~6カ月 22才才171カカ月月~ 33才才~6カ月

28年 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 11(0.6) 44 (2.5) 

38年 。(0.0) 。(0.0) 1 (0.1) 1(0.1) 。(0.0) 14 (0. 7) 148 (7.9) 

47， 48年 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 24 (1. 6) 364 (24.0) 

57， 58年 。(0.0) 。(0.0) 日(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 59 (11.5) 

Nu ANS 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 0(0.0) 。(0.0)

44才才~6ヵ月 44才才171カカ月月~ 55才才~6カ月 55才才171カカ月月~ 66才才~6カ月 66才才171カカ月月~ 77才才~6カ月 77才才171カカ月月~ 
158 (8.8) 110 (6.1) 154 (8.6) 465 (25.9) 562 (31:4) 174 (9. 7) 2 (0.1) 。(0.0)
252 (13.4) 19000.1) 315 (16.8) 415 (22.1) 266(14.2) 49(2.6) 。(0.0) 。(0.0)
147 (9.7) 119 (7.9) 208 (13.7) 277 (18.3) 17001.2) 23(1.5) 。(0.0) 。(0.0)
61 (11.9) 43 (8.4) 7805.2) 113 (22.0) 7604.8) 9 (1. 8) 。(0.0) 。(0.0)
1 (50.0) 。(0.0)I 1(50.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0)
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44 (2.5) 

17 (0.9) 

19 (1.3) 

1 (50.0) 
..事

Nu ANS 

22 (1.2) 

6 (0.3) 

1 (0.1) 

1 (0.2) 

1(50.0) 

..  司ド

33才才171カカ月月~ 
106 (5.9) 

225 (12.0) 

183 (12.1) 

74 (12.4) 

。(0.0)

NU.ANS 

'6(0.3) 

1 (0.1) 

。(0.0)
。(0.0)
。(0.0)
本車*
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表 55 ，弓、-
υ〈シμ"'

れらの事がら母親白高年齢化がは吐宮6と示註抗オいるI4与，主にピQ:に関わ主要因心 Lヘ

J師月年齢・衰54のように，前述の年齢主同じようにじ''- "1. Q.'lt関わる要因を見出す鴻ク相談票の項目と.1 

月年齢でも~1，.~百有意の差がみられたぷ月年齢のど -j'(i は( '，'Q、五とのグ可欠分析を得ったい 0'): 主E

2~押さ. 6，:t"" 6才付月.;，38年が可5号ttカ月-，5:t:い (1)'.断IJ;j"衰5開討に.d_1，'くるか女児四方が，高い

11カ且， 4h48明¥3才??才』カ/1n年代宇迄うに-;.~:え貯 71坊仰ぎ，有者時三時;>J伴のもので4FT，己の
と，年少化していたが.'57. 58年は5才-5才6カ月と， 性差カ吋司、事は， FiJJYTf切り1976)も府援な事を
い〈 ιか年長iとな与た。へい八 (: '-: i 、川5 川、ふ J 言2与、士((~~:

(以上は相該票から.'経年的変化をみだのであるヘが，っ'".. (2)，:年齢、i表57ゐ記長に，く年齢たよって， ITQ.の分

岩手応'!".Q:，四結果からv経年的変化1をみる。(~.;戸 ) コ ;布が'ðが込セ来宅~~ì.;p~吉水準有意ゐ差があるi/高卒出τ

聞く知能指数 II.Q，) :表55のように，年代に明ら いる 2才児は対象人数が少ないので何とも言えないが，

かにI.Q 分布It差があり. 1汚水準の差が認やられて 対象人数の多い 3-6才を比較してみると. 5才動iL
~\Q，台モれ休、 47. 48年野他のfI:，IC比ボ[て..:L，Qの低高わ1，Q..を示す:もの低いI.Q:を示ず」ゐ双方占右.加

い幼児が多く. I. Q四高い幼児が少なく，平均のI.Q. の年齢よ側合舟S奇心.:':1"均の I，Q をず右右目輔が

は:'fre ~'tJ っLttt九日、ろが57; 5~牛レにするふic 12f必、，とほ拍手踏み鈴示品とテス河自1<0問題が
め高崎跡多<.平均のi'I'.'Q湖畔帥勺齢、事、吋抗為が.主たほh季初報験前の5当J児ぶの駒熱

などlむよ石ものである込 Eれちの傾向をも手少も明確民 'が反映t;f:為なのかjιれ岳民どうも原因カ向~\り宅うだ。
すβ為?鈴木治太郎の標準:.1"則、?で誌かなり低い(LQ 日，: (3) 保育経験自場表58めJo'うに，保育の場のちがい

8制下).，平均的 11.Q倒 .....116}.かなり高いII.Q. Itより1.Q， It1仰有意差が認められている。幼稚園

117以上)。の3群にわげて，比較してみたのが，図2で とその他の場の幼児が.保育園児より高《なってf\:i;~__
ある0_ tJ:-tr ._~L:明暗相同モR-町民後。考察トるれは池田調査ι同じ傾向であるぷ下乙，.-.-'

243ffよJZ;;222LSJ;話法ごトJJ26321E:52??1RF親件骨関心
はι対象年齢UJ重た栄養での混合誕ヰ多きや.過鮪tl> '(5) 海ゐ誠労の有無;)表Ebbs止がt._続労ゐ清無と1.

ている幼児由進学熱などが考えら'れぞうだ。f，l パ ，'.i) çJl. と比'~i: 関係がないo ':~I ;，) .I~\ (¥; j '  

1.5 二 、 ω47.2 ペ fd() mo醐 rh i防}父白教育:表61、めよう}r)_.'父親が高学歴の幼児 IC:::.

Mt}\HP~::.ぷ三符;(] : 、 川、 | べ 高 い L、Q，'むものが多く.父親カ治学歴白幼児に，沿い
I.Qのものが多く. 1 >若水準の有意差が認められる。

13 

38$1~~~}/:T{M~:~ {:;ン//:¥:'1 | ζ:11.1:1:. LQがかなり父親の学歴に関係してい耕を
判 刊 、¥悶 ，1帥開 示すもぷD7rAEる。 κ ;.~.;.i- /' 

一 4注目}:}~~~:~~l/T3;~(S:t. \W~む| ー | 、: げ)母の教育:表62のように母り薮育吉正'Qiif.J関

、ヘコ¥川 "3白 戸.. .':...~- ， ん加尚 子係はU3とめ教育との関係よりも'.も当と籾曜によ母親が

抑制Ki~;:i:è~:::{;~r~~宮司_:¥川は|タ)!)高学歴の幼児f<::，(高いI.Q由ものが多ヰ，x母親カ港学
(: ":'-園、} 匡国 :':cコ..-:¥ ~\ リ _tS:，歴四幼児院低いI:.Q.<7.>も的支多<-;'.:1 ，>百水量匝め有意

{パ プい よ T3161J tr Eσ . N;i!'認衿られる。長れも，父申教育と同じように.I，;，Q 

図2 I"Q.の経年的変化 がかなり母親由学歴に関係している事を，示すもので品
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衰弱

詩型55-m 73-83 84-94 95-105 106-116 117-127 12争-138 139--

男 12(0.4) 61 (2.0) 170(5.7) 451 (15.1) 824 (27.7) 852 (28.6) 395 (13.3) 214 (7.2) 。(0.0)
女 6 (0.2) 19(0.7) 98 (3.6) 368 (13.5) 747 (27.5) 799 (29.4) 452 (16.6) 228 (8.4) 。(0.0)

No.. ANS 。(0.0) 。(0.0) 0(0.0) 1 (33.3) 1 (33.3) 。(0.0) 。(0.0) 1 (33.3) 。(0.0)
表 57

¥年~齢、、、¥知斗能指I.Q数; -72 73-83 84-94 95-105 106-116 117-127 128-138 139- 恥 ANS

1才 。(0.0) 0(0.0) 。(0.0) 1 (50.0) 1 (50.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0，0)。(0.0)

2才 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 13 (26.5) 21 (42.9) 9 (18.4) 6 (12.2) 。(0.0)

3才 1 (0.1) 1 (0.1) 43 (3.6) 220 (18.3) 321 (26.7) 372 (30.9) 1切 (13.3) 85 (7.1) 。(0.0)
4才 2 (0.2) 14 (1.3) 75(6.9) 214 (19.8) 296 (27.4) 238 (22.0) 145 (13.4) 97 (9.0) 。(0.0)
5才 10 (0.5) 41 (2.0) 105 (5.2) 208 (10.3) 461 (22.8) 658 (32.5) 365 (18.0) 178 (8.8) 。(0.0)
6才 5 (0.4) 24 (1.8) 45 (3.4) 176 (13.2) 479 (36.0) 360 (27.1) 165 (12.4) 75 (5.6) 。(0.0)

7才 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) o (0.0) 1 (50.0) 。(0.0) 1 (50.0) 。(0.0)。(0.0)
N. ANS 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 1 (14.3) o (0.0) 2 (28.6) 2 (28.6) 2 (28.6) 。(0.0)I 

表58

主旨ご主!自門 -72 73--83 84-94 95-105 106-116 117-1幻 12岳-138 13少、 IN.ANS 

幼稚園 12 (0.3) 67 il. 7) 168 (4.3) 504(13.0) 1067(27.4) 1144(29.4) 613 (15.8) 313 (8.1) 。(0.0)
保育 園 4 (3.7) 20.9) 8 (7.5) 25(23.4) 31(29.0) 23(21. 5) 10 ((9.3) 4 (3.7) 。(Q.O)
その他呂場 。(0.0) 1 (0.5) 10 (5.1) 21(10.7) 52(26.4) 60(30.5) 35(17.8) 18 (9.1) 。(0.0)
無 L 2 (0.1) 10 (0.7) 82 (5.4) 270(17.9) 422(28.0) 424(28.1) 189 (12.5) 108 (7.2) 。(0.0)

**，* 

衰弱

¥続:----....:知、、.能0指.Q数J 1 -72173'-'83 84....94 95-105 106'-116 117-127 127-138 139- N. ANS 

両親あり 16 (0.3) 80 (1:4) 262 (4.7) 805 (14.4) 1542(27.6) 1623(29.0) 830 (14.8) 435 (7.8) 。(0.0)
母由 み 2 (2η、。(0.0) 4 (5.3) 12 (16.0) 20(26.7) 18(24.0) 13 (17.3) 6 (8.0) 。(0.0)
父の み 0(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 5(50.0) 2(20.0) 2 (20.0) 1 (10.0) 。(0.0)
無 L 。(0.0) 。(0.0) 0(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0)。(0.0)
N. ANS 。(0.0) 。(0.0) 2 (9.5) 3 (14.3) 5(23.8) 8(38.1) 2 (9.5) 1 (4.8) 。(0.0)

表 60

おはE!ぎ〉 -72 73-83 84-94 95-105 106'-116 117-127 12岳、-138 139- N.ANS 

7 }レタイム 3(1.7) 6 (3.5) 8 (4.7) 3309.2) 42(24.4) 37(21.5) 34 09.8) 9 (5.2) 。(0.0)
，，~-トタイムor内閣 。(0.0) 1 (1.5) 4(6.0) 801.9) 23(34.3) 1309.4) 11 (16.4) 7(10.4) 。(0.0)
自営業とそC手伝いI 1 (0.8) 2(1.6) 6 (4.7) 27 (21.1) 32(25.0) 34(26.6) 2207.2) 4 (3.1) 。(0.0)
無 し 14(0.3) 71 (1.3) 250 (4.7) 75204.1) 1475(27.7) 1567(29.4) 780 (14.6) 423 (7.9) 。(0.0)
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る。

181 同胞数・表63のように，同胞数とI.Q とには，

有無と. 1. Q.には，関係がない。 、つ

ω他司王人の向島i1.)有無表的のように，他i1.)λの同

居の有無と. 1. Q. Itは，関係がない。，

U~ 住居環境:表67白ように，住居環境とI.'Q.lt は，

1%水準の有意差をもって，関係が認められている。し

かし対象児の多い住宅地，商業地，集合住宅の3カ所を

何ら関係を認めていなu、。

191 兄弟順':表仰のよう恒，兄弟順占I.Qとは，何

の

J

居間母父祖ζ
 

λ
J
J
 

入
、
叫

一

56
 

表
。
無

い

有

な

の
れ
唐
辛

ら

同
め

母

認

父

が

祖
一
叩
側

J

制

¥父九教、育¥知~ロ能指Q数) ;"";"72 73~旬、 84-94 10~116 117""'127 128"'138 ~.ANS 95-"'105 139-

大学~ 続 。(0.0) 。(0.0) 3 (2.9) 10 (9.8) 25(24.5) 32(31.4) 17 (16.7) 15 (4.7) 。<0.0)

大 学 5 <0.0) 37 <0.9) 170 (4.0) 576 (13.5) 1182(27.8) 1257(29.5) 668 (15.7) 361 (8.5) 。(0.0)

短 大 。(0.0) 1 (4.2) 2 (8.3) 4 (16.7) 2( (8.3) 11(45.8) 3 (12.5) 1 (4.2) 。(0.0)

専門学 校 3 (2.1) 7 (5.0) 9 (6.4) 20 (14.2) 35(24.8) 39(27.7) 17(12.1) 11 (7.8) 。<0:0)

高校 2 <0.2) 19 (2.3) 55 (6.7) 154 (18.8) 217(26.5) 232(28.4) 102 (12.5) 37 (4.5) 0<0.0) 

中 学 6 (2.4) 15 (6.0) 22 (8.8) 39 (15.5) 82(32.7) 54(21.5) 21 (8.4) 12 (4.8l" 。(0.0)

'<，恥 A'N S 2'(1.9l' ， 1 (0:9) 1 7(6.5)。 17 (15:9) 29<27.1) 26α:(2) 9 (17:8) 自(5:6) 0.<0.，0) 

表 62

*ホホh

母...______教肯¥知」能il指Q数〉 -72 73-83 84-94 95-105 106...，116 117-127 12争~138 139- NwANS 

大学院 。<0.0)，0，(0.0) 。 (Q.O) 2 (9..5) 5 (23.8) 6 (28..6) HI4，3) "5¥23.8) 。(0.0)

大 院 2 (o.n 11 <0.7) 52 (3.2) 196 <12.1) 42L(2jI.0) 492 (30.3) 276 (17.0) 172 (10.6) 。(0.0)

短 大 3 (0.4) 4 (0.6) 30 (4.4) 110 (16.1) 178 (26.0) ，199/29，1) 113 (16点〉 48 (7.0) 。(0.0)

専門学 校 。(0.0) 5 (2.0) 8 (3.3) 34 (13.8) 79 (32.1) 75 (30.5) 25 (10.2) 20 (8.1) 。<0.0)

高 校 9 (0.3) 42 (1.4) 154 (5.3) 447 (15.3) 836 (28.7) 829 (28.4) 410 (14.1) 18官 (6.5)。id.の
中 学 4 (2.5) 17(10，8) 20 (12.7) 1 24(15..3) 41 (26..1) 35 (22て3) 9 (5，7) 7 (4.5) 0:(0.0) 

恥 ANS 。<0.0) 1 ( 1. 9) 4 (7.7) 7 H3.5) 12 (23.1) 15 (28，8) lh(21.2) 2 (3.8) 。(0.0)

表 63' 
、、 *** 

H同ベ胞ζ数¥ー知能(!指Q数J ~、72 73-83 84-94 95.-105 106-H6 117-127 128-，1お 139，... No.ANS 

1人 4(0:3) 13 (1:0) 65 (5.2) 160. (12.8) 336(，27.0) 339 (27.2) 214 (17.2) 115 (9.2) :0 (0.0) 

2人 11 (0:3) 47 (1:5) 138<.4:3) 477' (14:9) 870 (27、2)939 (2g.4) 470 (14:7) 245 (7.7) 。<0.0)

3人 3(0町3) 14 (L4) 57 (5.6) 144 (14.J) 292 (28:7) 303 (29.7) 138 (13，5) 68'(6.7) 。(0.0)

4人 t (0.0) 6.(3.9) 5 (3.2) 25 (16:1) 48 (31:0) : 46 (29.7) 、17.(11.0) 8 .(5:2) 。(0，0)

5λ 。(0.0) 。(0.0) 2 (4.3) 6 (13.0) 14(30.4) 15 (32.6) 4 (8.7) 5(10.9) 。<0.0)

6人 。<0.0) 。<0.0) 。(0.0) 3 (23.1) 6 (46.2) 3 (23.1) 1 1 (7.7) 。 (0.0)。<0.0)

7'人一 。<0.0) 。<0.0) 。(0.0) 1 (25.0) 2 (50.0) 1 (25.0) 。<0.0) 。 (0:0)0¥0.0)' 

l 、8人 'IO(O;O) 。<0.0) 。(0.0) 。<0.0) 。(0.0) WOO.O) 。<0.0) 。 (0.0)。(0.0)

9人 。(0.0) 。<0.0) 。(0.0) moo.O) o (0.0) o (0.0) 。<0.0) 。 (0.0)。<0.0)

胤 ANS 。<0.'0) 0(0.0) 1 (5.9) 3'(17:6) .4 (23.5) 4 (23.5) 3(17.6) 2 (I1泊〉 。(o:o)
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表 64

下兄¥弟¥首'-...知i能i指Q数) -72 73-83 84-94 95-105 106-116 117-127 12争-138 139- 恥 ANS

1位 11 (0.3) 56 (1.6) 182(5.2) 493 (14.0) 9恒5(27.1) 1014(28.8) 528 (15.0) 283 .(8.0) 。(0.0)

2位 7 (0.4) 16 (1.0) 64(4.1) 242 (15.3) 432 (27.3) 449(28.4) 246 (15.6) 124 (7.8) 。(0.0)

3位 。(0.0) 4 (0.9) 18 (4.0) 61 (13.7) 140 (31.5) 139(31.2) 57 (12.8) 26 (5.8) 。(0.0)
4位 : 0(0.0) 4 (4.8) 1 (1.2) 13 (15.7) 25 (30.1) 28(33.7) 8 (9.6) 4 (4.8) 。(0.0)

5位

6位

7位

8位

9位

N. ANS 

有り

無し

表 67

品 開場
住 宅地

商 業 地

工業地

農業地

集合住宅

社 宅

そ 由 他

恥 ANS 

表的

『近~隣~の~愛L知i1..Q指数J 
有 り

無 し

N. ANS 

。(0.0) 。(0.0) 2 (5.9) 3 (8.8) 11 (32.4) 10(29.4) 3 (8.8) 5 (14.7) 。(0.0)

0(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 3 (27.3) 4 (36.4) 3(27.3) 1 (9.1) 。(0.0)。(0.0)

。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) !C!00.0) 。(0.0) o (0.0) 。(0.0)。(0.0)
。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 1 (50.0) 。(0.0) 1(50.0) 。(0.0) 。(0.0)。(0.0)

。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) o (0.0) 。(0.0)。(0.0)

。(0.0) 。(0.0) 1 (4.8) 4 (19.0) 4 (19.0) 7(33.3) 4(19.0) 1 (4.8) 。(0.0)

-72 73-83 84-94 95-105 106-116 117-127 12島-138 139- r.ANS 

8 (0.3) 31 (1.1) 127 (4.4) 392 (13.4) 823 (28.2) 876 (30.0) 427 (14.6) 234 (8.0) 。(0.0)
1 (0.2) 9 (1.8) 8 (3.7) 72 (14.6) 148 (30.0) 148 (30.0) 70 (14.2) 27 (5.5) 。(0.0)
。(0.0) 1 (1. 7) 3 (5.0) 3 (5.0) 20 (33.3) 18 (30.0) 11 (18.3) 4 (6.7) 。(0.0)

1 (4.5) 2 (9.1) 2 (9.1) 3 (13.6) 4 (18.2) 3 (13.6) 4 (18.2) 3 (13.6) 。(0.0)

2 (0.5) 8 (1.8) 24 (5.5) 56 (12.8) 119 (27.1) 122 (27.8) 76 (17.3) 32 (7.3) 。(0.0)

2(1.3) 5 (3.3) 10 (6.7) 27 (18.0) 30 (20.0) 49 (32.7) 18 (12.0) 9 (6.0) 。(0.0)
。(0.0) 2 (3.1) 3 (4.7) 13 (20.3) 18(28.1) 17 (26.6) 7 (10.9) 4 (6.3) 。(0.0)

4 (0.3) 辺(1:4)はと5.2)1254(16.4)141o (26.4)418(26.9〉捌 (15.1)1130(8.引(0.0)

**. 

-72 73-83 84-94 95-105 106-116 117-127 128-138 139- N.ANS 

8 (0.4) 33(1.8) 99 (5.5) 295 (16.5) 470(26.3) 496(27.7) 255 (14.2) 134 (7.5) 。(0.0)

。(0.0) 。(0.0) 0(0.0) 。(0.0) 。(0.0) o (0.0) 1 (50.0) 1(50.0) 。(0.0)

10 (0.3) 1 47 (1. 2) 1 169 (4.3) 1525 (13.4)11102(28.2)11155(29.6)1591 (15.1)1308 (7.9)1 0 (0.0) 

判ド
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表 69 、， ，、
J
 、

〆 に

話ば堂塾 73-83 84-94， 106-116 
'_'-'.1; .〆

128-138 139，.." NuANS ".. 72 95-105 117"..127 . 
1(，カ月}以土早い .1' (0:6) 7， (4.3) 17:(10<4) 2907.7) 47(28，7) 38(23，2) 17，(10，4) 8 (4，9) 。(0.0)

2週間:';""1カ月早い、 2 (0，7) 8 (2.9) 16 '(5，8) 4205.3) ， 77(28，1) 、69(25.2) 基SU6.4) 15>{5.'5) 0(0.0) 

予定日前後2週間 11 (0.3) 46 (1:3) 172 (4.7) 503 '(13.8) iOlt(2U) Ui97(ω1) 535 <14: 7) 幻2(fs) 。(0.0)

2週間以よ遅い "1(O:5) 4 (1.9) 8t丘9) 37(17.9)1 52(25:1) " 59(28.5) 幻(1眠、0). 19 (9.2) 。(0.0)

l Ha ，J〈NS ，:{ (0. 2) 15， (1.1) 55 (旦 9)209(14.9)1' 385(27.4) 銘8(27.6)223.(15.8) 129 (9.2) 。(0.0)

表70
I 、¥， "(~\ ¥ 

、'.-<..、

ホホ*ο¥、
l 〆

手術下下分~下9司日i陪l揮L官Q政.) -'72 73"-83 84"-'94 95-105' 106-116 117孔釘 ì2~i38 139""'; NuANS 
'"'~・

見、

帝王切開 ν 。(0.，0) 7 (3，4) 1 13 (6}) 30 (14.4) 61(29.3) ，6~{29.8) ，26 (12.5) 1 9 (4.3) 。(1).0)

紺 子 5手娩 1 (0:5) 2 (1.0) 10 (5.2) 33(17.2) 5J'<26.6) 56(29:2) 24 (12.5) 15 (7:$) 。{100) 
;.~ 司、/

戚，，，51分娩 。(0.0) 。(0.0) 4 (8.0)ノ 13 (26.0) 1 13，(26，β〕 15(3，OM 3，':(6:0) 、2，.(4.0) 。(0'0)

骨盤位 、0(0.0) 1 (6.7) 。(0.0) 3 (20.0) 2(13.3) 4(26.7) 3 (20:0) 203目3)0(0.0) 

(人そ工陣自痛な他ど) 1 (0，6) 4 (2.5) 8 (5.0) 32 (20.0) 36(22.5) 45(、日2戸8戸内1F〉 19 (11:9) ;15':，(9，.4) 。〆50.0)
r "1' 、4 

て下h円 ‘‘ 晶 、

'400 (7.9) 
4民t 点、

正 常 16 (0.3) 66 (1M 233 (4.6) 709 (14.0) 
1
14ω(抑 )469(29.0) 772 (15.2) 0(0.0) 

、"、 、 〆

表 72
....，..， f、

新再認I雪!1一72'. 
73-83 84-94 95-105 10~116 117-1釘 126-138 139-， 

，チ 0-<1ーぜ 。(0.0) 1.(7.1) 1(7，1) 、1.(7.1) 4(28，6) 3(21.4) 3，(21.4) 1，(7:1) 。(0ω

賞、軍， 9 100) 。(0，，0) 2 (5，6) 8 (22.2) 8(22.2) 709，4) 9 (25.0) 2.(5.6) 0(0.0) 

，瞬帯i巻、絡/ 0(0.0) 0/0.0)， 1 (5.9) 3 (11.6) 6('35.3) 5(29.4) 1 (5.9) lf5.9) 。(0'0)

そ 0.コ 他 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。 (0.0) 3(37.5) 4(50.0) 1 (12.5) 。(0.0)0(0.0) 

正 常 18 (0.3) 79 (1.4) 264(4.7) 808 (14.4) 1551(27.6)， 1632(29.0) 833 (14.8) 439 (7.8) 。(0‘0)'、
戸

表 73 • 
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比較したら，それ程の差は見出せず，むしろ対象児の少

ない，工業地，農業地，社宅によって有意差が出たよう

で" N. ANSの多い事も考慮IC入れると，あまり住居環

境とI.Q. ICは関係がなさそうだ。

ω 近隣の友の有無:表68のように 5%水準の有意差

は出ているが， ζれは近隣の友有りと， N. ANSの間の

差であり， ζの結果からは，何も言う事は出来ない。

ω 出産予定日:表69のように，出産予定日とI.Q

との関係をみると， 1カ月以上田早産児のI.Qが一番

低く，次1C2週間から 1カ月の早産児が悪い。一方，出

産予定日や，少し遅れて生まれて来た幼児は，相対的に

I.Q が高く，早産児との間に 1%田有意差が認められ

た。この結果から，早産というハンディキャップをまだ

幼児期までは背負っているという事が言える白である。

聞手術分娩:表70のようIt:，手術分娩とI.Qとに

有窓差は認められていない。しかし，c.の結果は，今回

の調査において，現在問題を呈していない幼児と限って

いる為もあり，一概に関係カ吋ょいという事は言えない。

表 74

日目 仮死の有無:表71のように，幾分仮死有り白方が.

1. Q.が低いが有意差までは出ていない。しかし乙れも

対象児に問題があり，簡単It:結論は出せない。

m 新生児異常:表72のように，新生児異常とI.Q

Kは，関係が認められないが，これも対象児It:問題があ

り.簡単It:結論は出せない。

日間保育器の使用の有無:表73のように，保育器の使

用の有無と1.Q. ICは，関嶋が見出せないが， cれも対

象児に問題があり，一概に関係なしとは言えない。

側栄養:表74のように，混合乳が一番I.Q が高く，

2番目が母乳， 3番目が人工乳で，栄養と1.Q.lt:は，

1 ，百水準の有意差があった。この混合乳が一番I.Qが

高〈人工乳が低いという結果から考えられそうな事は，

母乳，人工乳という栄養成分が， 1. Q.lt:関係する白で

はなく，十分ではないが，母乳を与えようとする母親の

気持ちが，その後白養育態度と関係していたり，また児

が混合乳という 2つの異なった種目栄養を与えられる為，

それに合った適応能力を，早期から育てている為ではな

三栄ベ養¥斗能L指Q薮) -72 73-83 84-94 95-105 10令、116117-127 128-138 139- N.ANS 

{始4-時母ま5カで月継続隊乳乳〉開 7 (0.4) 19(1.1) 80 (4.4) 24403.5) 509 (28.2) 549 (30.4) 27505.2) 124 (6. 9) 。(0.0)

混 d口b、 乳 0(0.0) 15 (1.0) 66 (4.4) 17801.7) 419 (27.6) 442 (29.1) 25206.6) 145 (9.6) 。(0.0)
人 工 乳 10 (0.5) 43(2.1) 111 (5.4) 344 (16.7.) 555 (26.9) 578 (28.0) 276 (13.4) 146 (7.1) 。(0.0)
L民 NS 1(0.3) I 3 (1.0) I 11(3.5) I 5407.3)89(28.5)1 82 (26.3)1 4404.1) 28 (9.ω 。(0.0)

*** 
表 75

『一~人~歩、き、!知4能L指，9数.) -72 73-83 84-94 95-105 10&-116 117-127 12ト 138 139- N.ANS 

- 10カ月 。(0.0) 5 (0.9) 19 (3.3) 6902.0) 1必(25.8)189(33.0) 9907.3) 44 (7.7) 。(0.0)
11-15カ月 10 (0.2) 47 (1.0) 206 (4.6) 63904.3) 1234(27.6) 1301(29.0) 67805.1) 364 (8.1) 。(0.0)
16カ月~ 8 (1.5) 28 (5.4) 37(7.1) 94 (18.0) 149(28.5) 130(24.9) 5600.7) 20 (3.8) 。(0.0)

N. ANS 。(0.0) 。(0.0) 6 (4.8) 1804.4) 41(32.8) 31(24.8) 1401.2) 1502.0) 。(0.0)
* 材陣*

表 76

話し---始、iJ¥..知4融L指Q数〉 -72 73-83 84-94 95-105 10&-116 117-127 128-138 139- N.ANS・

- 10カ月 1 (0.1) 6(0.6) 38 (3.5) 12801.8) 290 (26.7) 324 (29.9) 19307.8) 105 (9.7) 。(0.0)
11-15カ月 7 (0.2) 32 (1.0) 130(4.0) 45304.0) 885 (27.3) 985 (30.3) 50605.6) 249 (7.7) 。(0.0)
16カ月~ 10 (1.0) 41 (4.0) 86 (8.3) 188 08.1) 294 (28.4) 245 (23.6) 10900.5) 63 (6.1) 。(0.0)
出 ANS0(0.0)1__1_(0.3)l_14 (4.~型 05.4)11ω (31 1) 1... 97 (29竺 39句 8)1 26_(7ω0(0.0) 

本**
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かろうか。 さと，非常に関係している事告示すものである。

側一人歩き:表75のように， 10カ月以前広早く歩け 悶出生時体重:表万白ように， 24999以不の幼児の

るようになった幼児，また， 11カ月から15カ月と平均の LQは， '，2500 ~ 3999 9および40009以上の幼児のr.

早さで歩砂る幼児逮の方が， ，16カ月以後と，平均より遅 Q:より低し;:H高水準の有意差が認められる。との事は，

く歩けるようになった幼児に比べで， 1 %有'i!(，<:. r. Q 早産児と同様低出生時体重というハンT，-f，{キャッグをま

が高かった。己の事は，幼児期の1.Q.と，乳児期の身 だ幼児期まで背負っているという事が言手るのである。

体発育の早さに.関係がある事を示すものである。 問父の年齢:表78白井うに，父の年齢とl.Q.，It:は，

ω 話し始め:表76のように，明らかに，話し始めが 何ら関係がない。 ρ ν 

早かった幼児ほど; 1. Qが高く，反対に話し始めが遅 ω 母の年齢:表79のように，母の年齢も，父のそれ

かった幼児ほど~ 1. Qが低('.:1 '9高水準の有意差が認 と問機， J. Q とは何ち関係がない。

められる。この事は，幼児期のl.Qが，話しj始め白早 担割月年齢.ì: 表80のよヲ、~i; 月年齢KJ:i述白年齢と同

表 77

出~生~時~休、量知Q能S指数J -72 73-83 84-94 95-105 106-116 117-127 128-138 139- N.ANS 

..，. 24999 40.1) 14 (3.7) (お(7.5) 57 (15.2) 1口氏28.3)、105(.28.1)?叫(fi.8)、16 (4.3) 。(0.0)

2印0"..39999 14 (0.3) 63，( 1.3) 219. (4.5) 694 (14.2) 1335(27.2) 1448(?9，5) 742 (15.1) 387 (7.9) 。(0.0)

4000..9- I__O (0.0) 1 (0.8) 9 (7.3) 21 06.9) 35(28.2) ， 25(20，2) 18 (1長5) 15(12.1) 。(0、0)

N. ANS 。(0.0) 2 (0.7) 12 (4，0) 48 (16.1) 96(32.1) 73(24.4) 品3(14九.4) 25 (8.4) 。(0，0)

表 78
、ピ

~. ';: . ¥ : 
事業*、、』、、1

、，

注ぷii登-19才 20..，..24才 2ト-29才 30-，34求 35:'-392t 40---.44才 45才~ N. ANS 

、-，，72 。(0.0) 。(0.0) 1.(5.6) 4 (22.2) 7 (38:9) I 3 (16.7) 1 (5:6) 2 (1U)  1， 

73 - 83 。(0.0) 。(Q.O) 。(0.0) 25 (31:3) 37;(46.2) 901.2) 9 (11.2) 。 (0.0)

84， _; ，-:- 94 。(0，0) 。(0.0) 〆 5(.1. 9) 93 (84.7) 1030(38.4) 42 (15.7) 18 (6..7) 7 (2.6) 

95' - 105 。(0.0) 。(0.0) 28 (3.4) 245 (鈎 9)335 (40.9) 134 (16.3) 64 (7.8) 14 (1. 7) 

106 - 116 P(OP) 。(0.0) 54 (3.4) 410 (26.1) 65H4L6) 293'(18，6) 139 (8:8) :22、(1:4)

117 - 127 0(0.0) 1 (0.1) 48 (2.9) 466 (28.2) 699 (42.3) 271 06.4) 142 (8.6) 24.0:5)ぇ

、J28."". 1.38 1(0.1) 。(0.0) 16 (1. 9) 242 (28.6) 344'<40.6) IS5 (18.3) 73 (8.6) 6 (1.9)1' 

'139 ".. 、 0(0.0) 。(0.0) にマ(1.6) 122 (27.5) ZIOU7.4) 、69'(I'5.6)一 29(6.5) 6 <1.4) 

N. . A N S 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。<0.0) o '(0.0) o (0.0) 。 (0.0) 。 (0.0)
c
 

t

r

 k、
(、

F

表 79

下母下年1齢i知」能L指2数.) ー72
73'-:'83 84....94 139-

?、
95-105 105-116 117-127 128-138 NnANS 

- .19 才人 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。 (0.0) 。<0.0) 、o(0.0) 。(0，0) 。(0:0)。(0:0)

、20_ 24才、 。(0.0) 。(0.0) 4 (9.5)、 7 (16.7) 、12(28.6) 13 (31.0) ; 3 (7.1) 3 (干 1)'。(0，0)

25市 29才' 6 <0.4) 19 (1.4) 74 (5.3) 225 (16.0) 357'<25-:4) 403 (28，7) 216 (15.4) 103 (7.3) 0(0.0) 

'30 -'鈴才 6 (0.2) 47 (1.7) 119 (4、3)377 (13.5) 784 (28:1) 809 (29.0) 417 (14.9) 233 (8.3) 。(0.0でO)3 』

ハ 35、;..!_'39才! 5 (0.5) 10 (0.9) 55 (5.0) 155 (14.0) 32H28.9) 330 (29.7) 154 (13.9) 80 (7.:ll 。(0.

進q才~ 1 (0.3) 4 (1.2) 14 (4.4) 53 (16.5) 89 (27.7) 87<27.1) 51 (15.9) 22 (6.9) 。(0.0)

ihHa AN  S 。(0.0) 。(0.0) 2(6.5) L二3 (9.7) 9 (，29.0) 9 (29.0) 6 (19.4) 手(6:5)P .(0，9) 
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表 80

知(能I.Q指数~月~年1齢~ 7-
l1才才~6カ月 11才才171カカ月月~ 22才才~6カ月 22才才171カカ月月~ 33才才~6カ月 :3211べ6カ月 11カ月

-72 。(0.0)。<0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 0(0.0) 日 (0.0) 1 (5.6) 

73 - 83 。(0.0)0<0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 1 (1.2) 

84 - 94 。<0.0)。<0.0) 。<0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 13 (4.9) 30 (11.2) 

95 - 105 。(0.0)。(0.0) 1 (0.1) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 102(12.4) 18 (14.4) 

106 116 。(0.0)。<0.0) 。(0.0) 1(0.1) 。(0.0) 13 (0.8) 174(11.1) 47 (9.4) 

117 127 。(0.0)。<0.0) 。<0.0) 。(0.0) 。(0.0) 21 (1.3) 198(12.0) 74 (10.5) 

128 . 138 。(0.0)。<0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 9(1.1) 80 (9.4) 80 (9.4) 

139 - 。<0.0)。(0.0) 。<0.0) 。(0.0) 。(0.0) 6 (1.4) 48( 10.8) 37 (8.4) 

N. ANS 。<0.0)。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 0(0.0) 。(0.0) 日 (0.0)

iZ2ヵ月 44才才171カカ月月~ 55才才~6カ月 55才才171カカ月月~ 66才才~6カ月 66才才171カカ月月~ 77才才~6カ月 77才才171カカ月月~ N. ANS 

。(0.0) 2 (11.1) 5 (27.8) 5 (27.8) 2 (11.1) 3 (16.7) 。<0.0) 。(0.0) 。(0.0)
6 (7.5) 800.0) 1407.5) 27 (33.7) 19 (23.7) 5 (6.3) 0(0.0) 。(0.0) 。(0.0)
50 (18.7) 25 (9.3) 64 (23.9) 41 (15.3) 32(11.9) 13 (4.9) 0<0.0) 。(0.0) 。<0.0)

9201.2) 122 (14.9) 61 (7.4) 147(17.9) 131 (16.0) 45 (5.5) 。<0.0) 。(0.0) 1 (0，1) 

221 (14.1) 75 (4.8) 198 (12.6) 263 (16.7) 398 (25.3) 81 (5.2) 1 (0.1) 。<0.0) 。<0.0)

107 (6.5) 131 (7.9) 203 02.3) 455 (27.6) 304 (18.4) 56 (3.4) 。<0:0) 0<0.0) 2 (0.1) 

8500.0) 60 (7.1) 156 08.4) 209 (24.7) 12604.9) 39 (4.6) 1 (0.1) 。(0.0) 2 (0.2) 

58 03.1) 39 (8.8) 55 (12.4) 123 (27.8) 6204.0) 13 (2.9) 。<0.0) 。(0.0) 2 (0.5) 

。<0.0) 。(0.0) 。<0.0) 。<0.0) 。<0.0) 。(0.0) 。(0.0) 。<0.0) 。<0.0)

じように. l.Q.IC 1%水準有窓の差が生じている。 ζ

れも対象人数の多い 3-6才を比較してみると. 5才7

カ月-5才11カ月と. 5才-5才6カ月の 5才台が，高

いl.Q..低いl.Q栢方とも，他の年齢より多川事，

一方6才-6才6カ月は，あまり分散していない事など

がわかった。

W 考察

まず，本調査対象の全体像から，そ由特徴をあげてみ

ると，家庭は，両親と同胞が 1-2人由核家族である。

母親は働い尤いるものが少なく，ほとんど白幼児が幼稚

園に通闘している。また住宅地や集合住宅に居住l.両

親の学歴は，すこぶる高い。また，出産から新生児期に

かけて.特に問題を呈している幼児は少なく，栄養方法

も，母乳，混合乳が多い。そして最強IC.表29.図1で

もわかるように，対象児のl.Qが，橡司自化されたも白

也..

より，かなり高い{およそ 2段階)などである。

以上白様な特徴を持つ対象児K関して，乙乙30年聞の

変化と; l.Q.IC関わる要因を明らかにしたのである。

そこで，結果報告と順序が逆になるが，まず. 1. Q. IC 

関わる要因白方からみていく事にする。結果からわかる

ように，予想以上IC.多くの項目で. l. Q と関係して

いる事が明らかになった。それらむ項目を，少し要因別

にまとめてみた白が，表81である。ととでわかる事は，

遺伝的にも良いものを受け，十分巳成熟した状態で生ま

れ，一人歩き，話し始めが早自に発述じ，環境面でもす

ぐれ，早期から教育したりなどすると，幼児のl.Q.は

高く，反対由時は. l. Q が低いという事である。こ由

様な結果は.特に通念と矛盾すると ζろはなく，今回白

調査でより明確にされたと思われる。次に30年の変化を

みていく為IC.年代別に差があった項目を監理すると，

大体表82のようになる。乙の中からl.Q.IC関係する項

目を取り出し，表55.及び図2で示した. l. Q。の経年

-320-



高橋他:知能発達ゐ，こ乙30年間16わiたる経年的変化11:.関する研究

表 81' L Q ど関係する要因と項目
、

、「、¥ '要〆、三 因 ぃ;項，.目

付)環境面もあるが遺伝的要 -父由教育

t因の強いもり . .母の教育亡 j

(ロ)る出をj生白時の状態を要因とす ~-，出出生産時宇体iE軍日
、

ノ J

かす発逮の個人差といわれる -一人歩き
、‘

要因のもの -話し始め

同環境要因の強川もの ァ栄養 ・保育経験

、、ヘ 川住居環境

(材、テス、ト要因または社進的 ー年齢る
ザ.

要因と考えられるもの -月年齢、
、、一

的変化の背景となってい{>も由を，乙己で考察vして/"た

肘。まず衰弱，図2の結果からわかる撃は， ，?8年， 38年

の_I.，Q，は，原とんど同じであり1).47 ~:'_ 48年3れまJ_Q‘

か低下し， 57， 58年では， 28'年， 38年φレベル以上11::.. 

1-9が上昇しているといミ事である。 Eζで注目され

号事件d7，4?年の低下戸57，58年の上昇とい争事であ

る。元来J_Q.というもφは"対象者の特性が著しく変

化Lなりれば;.'かわらがい争のと煮手負れ号、今しかも，

今回申調査が，同じ栂談機関合資料号対象としたもφず

あり ，j-スタマの木部分が同じ丈あ争点b??事を考えれ

ば， 28年， 38年がほと々ど同pであるという結果は納得

のいくものである。それではなぜ47"48年と57，58年は

変化したのであるうか，まず47，48年の低下である。表

82からみて，この年に変化した項目でJ_Q の要因と考

えられ昂ものは見当らないが，栄養で人工乳が:一番多角、

年であったという事は，注目すべき事かも知れない。一

方57，58年の上昇については，表'82で示すように，出生

児体重で標準体重児が多くなって来た。栄養~.)母乳，

混合乳が増加して来た。保育経験す，幼稚園"保育園慰

外白集団保育を経験する幼児が増加し:c来た，などがI

Q を高めた背景となっている事が予想されるのである。

ζの他，継続して変化した項目から， J_ Q の経年的変

化との関係をみていくと，両親の教育は継続して高学歴

化しているのに， 1. Q 白上昇は必ずしも比例していず，

高学歴化が直線的に I.Qの上昇とは結びついていない

と言える。また話し始めは，続の乳児に対する関心白高

まりのせいか，継続して早くなっているが，1:.れもI.Q

の上昇と，直線的な関係ではない。 ζの他.住居環境，

年齢，月年齢などに関しても同様な事がいえるのである。

/、，表82 変化じた年代£項目 ノ

変化した年代 変化ーした項目

、l、
-出産予定日以外が多王なったd

28年~38年以後 ぇ 、.父の年齢が若くなっーた。 く 5

~、 今ア人歩きが早、くなったぷ白! ー

238ぽ年手:;':+47.4 

-女児の来所が多く}.r:_.った。、r

B年以後、 -就労する母親が増加した。

/、、、，也 1 知能指数が変化しだじた4

H晶戸 、、、 4町、 〆・‘標準0)出生児体重児が~，くなー

った。
28年

-母乳，混合乳がまた増加しは
38X手一→ 57，58年

じめた。
47， ~8年

-幼稚園経験，保す育る園幼以児外が田増集加団し保た。、
，、 育を

-年齢が早まる。

-月年齢が早まる。

-手術分娩が増加寸、る。
/ 

-新生児異常が増加する。

-保育器の使用が増加する。

-同胞数が減少する。

継続 Lてある一定の -兄弟順が早まる。

変化を示すもの三 -母の年齢が高年齢になる。~

-父の教育が高学歴化する。

Fャ

一き主、伽留住台金居しM始宅のめ中がrー多がでz居健早〈噛捻司〈信な組る紬l~る司よす障紗るりす.る舞~O 〉、

J 

以上， 1. Qの経年的変化と，いそれ白背景正なっている

項目をみて来たのであるが，これまでの結果をまとめて

一言でいうならば， i今回目幼児O)I.Qは，色んな社

会的要因によって変動する。jという事者あ右。例えば，

47， 48年のI.Q の低下は，対象児が乳幼児期11:.，人工

乳の増加，母親の就労の増加などを特殺とす右ト能率，

経済指向の，あまり子ども本位でない養育がなされてい

た時代ではなかったろうか。そして己白時代の日本社会

は，図塊由時代といわれる第2次ベピーブームのはじま

りであり，経済的には， 48年四石油ショック以前の高度

成長期であった。また.57，58年白I.Q 白上昇は，母

乳，混合乳への回帰，早期教育などを特徴とする，非能

率で子ども本位の自然主義袈育の回復と， 1:.れとは全く

逆の，子どもの自然な成長を無視した，急かせ教育など

がなされはじめた時代ではないだろうか。そして己申時
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のように変化して来たか， 1. Q. 1<関わる要因はどんな

ものがあるか，を明らかにする為，愛育会相談室1<来所

した幼児， 5699名の相談票を分析したところ，以下白事

が明らかになった。

(1)対象幼児自家庭の多くは，両親と同胞が1-2人

の核家族であり，母の就労は少なし両親の学歴は高い，

そして住宅地1<住んでいる，などの特徴を持っている家

庭である。

(2) 対象児の多くは幼稚園に通園し， 1. Q はかなり

高い。

(3) 1. Q と関係する項目として，父，母の教育程度

出産予定日，出産時体重，一人歩き白時期，話し始めの

時期，栄養形態.保育経験，住居環境，児の年齢，月年

齢などであった。

(引以上の事から，I.Q.IC関係する要因として，遺

伝的要因，出生時の状態の要因，発達の個人差の要因，

環境要因，テスト要因，などが考えられる。

(5) 1. Q。の経年的変化は， 28年， 38年は変化ないが.

47， 48年になるとI.Qが低下l，57， 58年になると，

また上昇している。

(6) 以上白事から， 1. Q は社会的要閣によって変化

する事がわかった。そしてI.Qを下降させる社会的要

因としては，子どもをネグレクトする，子ども本位でな

い養育態度が考えられ，一方I.Qを上昇させる社会的

要因としては，子ども本位，児童毒事霊の養育態度と.ζ

れとは全く反対の早期教育偏重などが考えられた。

げ) 今日の知能検査から出されるI.Qの有効性に対

して疑問が生じてきた。

第20集日本総合愛育研究所紀要

代目日本社会は，公害問題などから来る自然食品を含め

た自然への回婦の時代であり，また石油νョック以後，

就職難から，異常な程，早期からの進学熱が高まってき

た時代でもある。これらの事を簡単に図式化すると，図

3由ようになる。こむようにみて来ると，今日，知能検

査で出されるI.Qが，どんなに社会的要因によって

かわるかはっきりしてくる。 ζの事は，今回の知能検査

で，本当の知能が測定出来るのだろうかという。知能検

査の有効性1<疑問が生じて来た由である。たとえ，今回

の調査が，まだ知能の安定しない，幼児期だとしても。
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昭和28年から昭和58年の30年にわたって， 1. Q.がど
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乙乙30年間にわたる経年的変化に関する研究

Takeaki T AKAHASHI， Hiroshi KA TO， 
Hidetoshi HAGIWARA， Hiroko ISHIJIMA， i 

Takeko MOCHIZUKI， Junko UCHIDA， 

Yasuhiro KA W ANISHI 

高橋他:知能発達の，

Study on C~旦[ell 山!Y1ent~l_þeièl().i>rii"nt in Preschool 

Children over Long Time Intervals 

L Shifts in IQ's during past30 .years and the factors related to lQ 

l 、

The purposes of the present study were to clarify how th(EdQ's shifted duhng past 30 years' (from，: 
〆 、〆

1953 to 1983) and to clarify the factors related to the IQ's. 〆、 4

The subjec脂 were5;699 preschool children raI).ging from:3 to 6 years old who .wer，e bx:ought Jo t.he: 
Psychological and Educational Consultation Divisioa of. Aiiku-Kai. 

一 一+♂一一一、一 一一一字今一←マ 町一♂ー今一ー"ー令一戸 -，，， 

Th~_ findings V?_ere as follows: 、:}、ぃ;..-::~.'.ご

lVA large number of the subjects were brought up in nuclear families. Few mothe向。fthe subjects; 

had occupations. and the subjects' paren恒 hadhigh level of school careers. i 

2}'， Most of the subjects attended kindergarten and showed出erecords of considerably high IQ's':- 1 

:3L:rhe items rela，ted tothe IQ's of the sutjects were : the level of.p.!;I.rent8!:田町。01career'， :expected dat争

of delivery， bir出 weight，the period of beginni碍 towalk， the period of speak明Eithefmt wotd，thA 

style of feeding， experience of being cared or educated at day nursery or kind町'gaxten，home envi-j 

ronment and the age of 白e~~L I 
~)_ .$_yc9， factp.rs as her~dity;-c?~~itions at birth， individual difference in develoPn:t~nt ， e~vironmentn品

、test's山 ationwere e:ohsidered to be related to the IQ's. 、:
5め)Av刊er悶a暗昭刷宮伊e向剛d“1仙 cha肌叫n暗E肝e吋!戸Oy円e叫。ml凶9臼刷tωω札川，b…ntdown引山山m川n叫1抑 泊d1973， 凱 dw叩

up again in 1982 and 1983. 、_.
:6) It was clear，出atthe.IQ.had:shifteciaffected.by the.social factors.. The paren脂'.attitudesin田 a口ng

ιchildten 'such as neglectirig' th:~ùn or':n'ot r自p田 tingthem'wereJound-'to be the factbrs'-loweri~g th針
IQ， and the paren胞~ .~ttittldes'.o f.resp_eçti~g"th_eir chi~dr~~ ， a.n，d， op' the contrary， g，~，v，ing too much 1 

、』一、、 1ρ、ノ

imp仰。r吋ta帥n由 t臼ot血h碍削ee伺ar吋Iye吋duca tion _ were cω。悶悶ide町r凶 t加。 b胎et出hefa卸ct旬。r目sra剖1時悶s剖叩1口時x
一 I 一 I へ t 、 l

庁)It was doubtful whether the IQ drawn fro出血emeI1tal'test had the validity to 'evaluate real mentaI 

capacities. 
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教養相談票
母子愛育会教養相談室

昭和 年 月 日 担当者|
ふりがな

男 昭和 年 月 日生 年 齢 歳月. 児童氏名
女 同道者 続 柄

県 区

住 所 市 郡

〒〈 電話(

幼稚閤 ( ; より〉
学校 年 組

保育関学 学校 年 組

家 庭 民

名 同日「司君当オヨ父

母

順位 性 年齢 特 性 同関 係団」年齢 その他同
1男・女

2 男・女
居

3 男・女
者

胞
4 男・女

居住
住宅地・商業地・( 〉社宅・集合住宅

5 男・女| . 
死・流産 環境

友だち

出
予 定 日 早い( 〉遅い( 正常・帝王切開・鉛子・吸引・骨盤位

生 分娩時間( 時間〉 仮死〈有・無〉 チアノーゼ・黄痘・勝帯巻絡・その他

状 出生体重〈 9) 保育器使用( 日間〉

態
健康状態

栄 養
母乳 混合 人工 離乳 順調・問題あり(

( ; まで) ( ; まで) ( ; まで〉

発
首のすわり( 〉

おすわり(

ひとり歩き(

話し始め〈 〉

育

小児科No.
来所回数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

保健指導No.
担当者名
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